




















「栄養総合演習Ⅰ」において、SAを活用した。実習は、3 年次の様々な時期に様々な施設（各学生 2 ～ 3
施設）で実習を行うことから、本科目では、各学生、各施設に合わせた個別サポートが必要となる。しか
し、受講者数108名（2018年度）に対し、科目担当教員は、専任教員 6 名である。実習の事務的業務を行














して開講されている。なお、SAは時間割の関係上、1 限目（表 1 のグレーで示した部分）のみ活用した。
また、平成30年度の本科目の受講者数は 3 年生108名（男性 9 名、女性99名）であった。本学では、実習
分野として、病院、福祉施設、保健所、学校、事業所の 5 分野があり、その中から、各学生は 1 ～ 3 分野
（病院 2 単位は必須、合計 4 単位以上）に配置され実習を行っている。なお、実習施設の受け入れ可能人
数は各施設で異なっており、各施設への 1 回あたりの配置人数はおおよそ 1 ～ 6 名である。










ミ生を中心に、4 年生から10名選出した。また、その際に、各SAが 3 年次に経験した実習分野に偏りが
出ないよう配慮した。その結果、SA10名が 3 年次に経験した実習分野は、病院10名、福祉施設 6 名、保














































































































　回収した質問紙のデータはIBM SPSS Statistics 22を用いて単純集計を行った。
３．結果
3-1. 事前調査結果
　事前調査票は 2 回目の授業出席者107名に配布し、107名から返却された。図 1 に臨地実習先の分野を示
した。1 施設目は保健所、学校、事業所で実習を行う学生が多く、合わせて約 7 割を占めていた。2、3
施設目では病院および福祉施設の割合が増加した。例年、本学では学生の希望をとった上で、春学期中に






























文章の書き方指導、実習先からの課題の指導が約 8 割、実習の内容について直接話を聞くが約 7 割、実習
に向けての心構えや身だしなみ等の話を聞くは約 6 割であった。






























サポートは受けたくない 0 （ 0.0）
























レポートの添削指導 61 （57.5） 33 （31.1） 8 （ 7.5） 3 （ 2.8） 1 （ 0.9）
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なっている。すなわち、優秀な学生に更なる学びと成長の機会を与えているといえる（立山，2013）。我
が国においては、業務を通し、SA自身は、メディア活用能力が身についた、教員や職員、学内の友人と
の交流が増えたといった効果を実感していることが報告されているが、同時に著者らは、今後の課題とし
てSAのための事前研修の必要性を示唆している（岩崎ら，2008）。また、看護学系授業におけるSA活用
の際の改善点として、事前のSAの育成が必要であることを報告している（高瀬，2017）。本研究では、毎
回の授業前に10分間で、今回の業務を担当教員から説明したが、業務内容の説明しか行っておらず、SA
自身への調査も行っていない。今後は、SAに対し系統立てた研修を行い、SA自身の成長も考慮した研究
を行っていきたい。
５．まとめ
　本研究では、管理栄養士養成課程の必須科目である臨地・校外実習の事前事後指導のための科目におい
てSAを活用し、指導を受けた学生の満足度は高かったことを明らかにした。しかし、今後は受講学生全
員に対し均一的な指導を受けられるようにすること、また、業務を通したSA自身の成長に関しても考慮
してくことが今後の課題であることが明らかとなった。
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臨地実習事前事後指導におけるスチューデント・アシスタント活用の効果
